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我が国における研究不正（ミスコンダクト）等の概観
─ 新聞報道記事から（その５） ─
The Overview of the Research Misconducts in Japan:







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































12） 日 本 循 環 器 学 会20081010W「Urgent 














































学20091204W「 懲 戒 処 分 の 公 表 」、 共 同
20091204W「東北大、不正論文で懲戒解雇　実験
結果捏造の助教」、読売20091204W「論文データ











































































偽 記 載　 倫 理 審 査 承 認 と 患 者 同 意 」、 読 売
20080711W「東大医科研教授、「倫理委承認」偽り
論文発表」、朝日20080711W「外部調査委を設置、























































































































































































カ ハ ラ 訴 訟、 大 学 側 控 訴 を 棄 却 」、 朝 日
20120318W「道教大アカハラ訴訟、二審も解雇無
効　札幌高裁判決」。
42）松澤孝明「わが国における研究不正　公開情報
に基づくマクロ分析（１）」『情報管理』第56巻第
３号156-165頁（2013）。
43）松澤孝明「わが国における研究不正　公開情報
に基づくマクロ分析（２）」『情報管理』第56巻第
４号222-235頁（2013）。
44）山崎茂明『科学者の発表倫理─不正のない論文
発表を考える─』丸善（2013）。
